
も
の
が
あ
っ
た
。

三
月
か
ら
四
月
と
亡
く
な
る
者
は
少
な
く
な
っ
て
き
た
が
、

地
表
が
解
け
始
め
る
五
月
ま
で
に
、
実
に
千
名
の
一
割
を
越
す

百
数
名
が
倒
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

春
が
来
る
と
作
業
に
も
な
れ
、
虚
弱
者
も
減
少
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
死
亡
者
も
出
な
か
っ
た
が
、
入
ソ
か
ら
八

か
月
間
は
、
飢
餓
と
極
寒
の
戦
い
で
生
死
を
わ
け
る
生
き
地
獄

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

幸
せ
に
も
今
日
生
あ
る
を
思
う
と
き
、
故
国
生
還
を
夢
み
な

が
ら
無
念
の
死
を
遂
げ
、

酷
寒の
シ
ベ
リ
ア
の
凍
土
の
地
下
で
、

裸
で
眠
っ
て
い
る
同
胞
た
ち
が
痛
ま
し
い
。
た
だ
た
だ
霊
安
ら

か
れ
と
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

非
人
道
的
、
屈
辱
の
被
抑
留
に
堪
え
て
　 

広
島
県
　
原
修
三
　 

山
田
　
今
日
は
遠
路
を
お
い
で
頂
き
、
ご
く
ろ
う
様
で
す
。

こ
れ
か
ら
時
間
を
約
三
十
分
位
の
聞
き
と
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。先

ず
　
軍
歴
を
簡
単
に
、

原
　
昭
和
十
年
徴
集
で
、
昭
和
十
一
年
一
月
、
歩
四
十
一
に
入

隊
、
翌
八
月
一
日
宇
品
港
出
発
、
釜
山
経
由
で
日
中
事
変
に
参

戦
、
昭
和
十
三
年
一
月
一
日
南
京
入
城
、
上
海
を
経
て
二
月
十

二
日
青
島
上
陸
、
同
年
十
二
月
ハ
イ
ラ
ル
到
着
、
昭
和
十
九
年

八
月
関
東
軍
直
轄
機
動
第
三
連
隊
に
編
入
さ
れ
終
戦
に
な
り
ま

し
た
。

山
田
　
で
、
終
戦
当
時
の
状
況
を
、
更
に
特
に
印
象
に
残
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
ら
。

原
　
丁
度
私
は
昭
和
二
十
年
八
月
、
曹
長
教
育
の
為
、
駐
屯
地

の
公
主
領
を
離
れ
て
い
て
、
八
月
九
日
ソ
連
の
進
攻
が
あ
り
、

八
月
十
二
日
原
隊
に
帰
着
し
ま
し
た
が
、
主
力
は
既
に
出
陣
し

て
お
り
、
早
速
追
及
の
た
め
軍
司
令
部
に
到
着
、
そ
の
時
点
で

終
戦
の
気
配
を
感
じ
ま
し
た
。
中
隊
に
到
着
の
時
点
で
は
、
既

に
ソ
連
軍
の
支
配
下
に
あ
り
ま
し
た
。
連
隊
長
の
若
松
中
佐
は

古
武
士
の
風
格
を
備
え
た
人
で
、
相
当
熟
慮
さ
れ
た
よ
う
で
す

が
、
遂
に
拳
銃
で
自
決
さ
れ
ま
し
た
。
場
所
は
東
満
の
延
吉

（
関
東
）
で
し
た
。



山
田
　
立
派
な
方
で
し
た
ネ
。
実
は
私
も
公
主
嶺
の
山
上
で
割

腹
の
寸
前
、
中
隊
の
下
士
官
数
名
に
よ
り
、
隊
長
殿
々
々
々
の

声
で
、
既
に
抜
い
て
い
た
刀
を
お
さ
め
た
経
験
が
あ
り
、
連
隊

長
の
心
情
が
側
々
と
解
り
ま
す
。
で
、
そ
の
後
は
如
何
で
し
た

か
。

原
　
そ
こ
で
、
連
隊
本
部
は
同
所
の
下
士
官
候
補
者
教
育
隊
の

兵
舎
、
下
士
官
以
下
は
、
そ
の
周
辺
野
原
に
急
造
の
土
窟
の
テ

ン
ト
兵
舎
に
。
将
校
以
上
が
前
述
兵
舎
で
私
は
准
尉
で
年
令
は

三
十
歳
、
妻
帯
者
と
い
う
こ
と
で
炊
事
の
世
話
役
（
給
与
係
）

を
や
り
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
事
は
、
満
州
各
地

か
ら
、
軍
人
、
民
衆
の
家
族
の
婦
女
子
が
護
送
さ
れ
、
同
所
に

収
容
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
幼
児
が
疲
労
と
栄
養
失
調
の
た
め

次
々
と
亡
く
な
り
、
兵
舎
の
西
方
の
小
山
に
新
し
い
墓
標
が
毎

日
増
加
し
た
事
で
す
。
話
に
よ
り
ま
す
と
、
婦
女
子
の
収
容
所

に
は
ソ
連
と
し
て
も
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

夜
間
、
勤
務
時
間
以
外
、
下
級
兵
士
が
銃
剣
を
構
え
て
押
し
入

り
乱
暴
狼
籍
の
限
り
を
つ
く
し
た
よ
う
で
、
同
行
の
中
に
、
花

柳
界
の
方
が
進
ん
で
犠
牲
に
な
ら
れ
て
い
た
と
聞
い
た
事
も
あ

り
ま
す
が
、
全
く
悲
惨
の
極
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、

食
事
も
十
分
で
は
な
く
、
牛
乳
等
も
な
く
、
母
親
の
恐
怖
感
と

疲
労
が
母
乳
の
欠
乏
を
招
き
幼
児
の
死
に
繋
が
る
等
、
言
葉
に

つ
く
せ
ぬ
悲
嘆
の
連
続
と
い
う
以
外
の
言
葉
を
知
り
ま
せ
ん
。

十
月
初
め
頃
よ
り
、
土
窟
兵
舎
の
兵
士
た
ち
は
次
々
と
ソ
連
領

内
に
連
行
さ
れ
、
私
は
最
後
の
部
隊
、
将
校
梯
団
の
一
員
と
し

て
、
十
一
月
下
旬
、
延
吉
を
出
発
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
、

兵
員
の
連
行
、
家
族
の
護
送
も
終
わ
っ
た
よ
う
で
す
。
三
日
間

の
行
軍
で
ソ
連
領
に
入
り
、
二
十
一
年
十
二
月
五
日
汽
車
（
貨

車
上
下
二
段
仕
切
り
）
に
乗
り
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
タ
ン
ボ
フ

と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、「
モ
ス
ク
ワ
」
に
約
六
十
キ
ロ
の

ラ
ー
ゲ
ル
に
到
着
し
ま
し
た
。
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
将
校
梯
団

で
若
干
の
当
番
兵
も
い
た
よ
う
で
、
約
三
千
人
ぐ
ら
い
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

山
田
　
生
々
し
い
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
収
容
所
（
ラ
ー
ゲ
ル
）
の
移
動
、
労
働
の
様
子
を
お
願

い
し
ま
す
。

原
　
お
前
ら
は
食
事
を
す
る
焚
物
を
運
ぶ
の
は
当
然
だ
、
と
監

視
兵
五
、
六
人
の
監
視
の
下
、
夏
切
り
倒
し
た
雪
の
下
の
物
を

拾
い
出
し
て
運
ぶ
作
業
で
、
午
前
午
後
三
回
の
仕
事
、
こ
れ
は



比
較
的
楽
な
も
の
で
、
そ
の
後
三
月
頃
、
森
林
伐
採
隊
の
募
集

が
あ
り
、
こ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。
少
佐
が
隊
長
で
通
訳
も
含

み
三
十
人
位
の
編
成
で
し
た
。
夏
に
切
り
倒
し
た
雑
木
を
雪
の

下
か
ら
取
り
出
し
、
焼
却
し
て
は
植
林
を
容
易
に
す
る
の
が
目

的
の
よ
う
で
し
た
。
雪
解
け
が
終
わ
る
と
、
伐
採
し
た
白
樺
の

幹
を
車
道
ま
で
運
び
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
作
業
で
、
あ
ま

り
重
労
働
で
も
な
い
の
に
、
空
腹
に
は
参
り
ま
し
た
。
食
べ
ら

れ
そ
う
な
山
菜
を
集
め
る
の
が
作
業
後
の
仕
事
、
塩
が
な
い
の

に
は
往
生
で
し
た
。
以
後
も
伐
採
に
か
か
わ
る
作
業
に
従
事
さ

せ
ら
れ
、
そ
の
後
エ
ラ
ブ
カ
に
移
り
ま
し
た
。
話
に
よ
り
ま
す

と
、「
エ
ラ
ブ
カ
」
は
欧
州
戦
線
の
捕
虜
の
将
校
が
多
く
射
殺

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
私
等
も
そ
の
二
の
舞
で
は
、
と
覚
悟

し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ラ
ー
ゲ
ル
で
は
、
女
医
で
日
本
語

の
達
者
な
美
人
と
い
う
、
今
ま
で
に
な
い
条
件
の
も
と
で
、
馬

鈴
薯
や
麦
の
収
穫
に
加
え
て
、
原
野
の
掘
り
起
こ
し
（
開
拓
）

で
し
た
。
土
地
が
凍
っ
て
作
業
が
困
難
に
な
っ
た
十
二
月
頃
、

ま
た
森
林
伐
採
隊
の
編
成
が
あ
り
、
経
験
者
と
し
て
参
加
す
る

事
に
し
ま
し
た
。
そ
の
作
業
は
伐
採
さ
れ
た
木
材
を
集
積
場
ま

で
運
搬
す
る
こ
と
で
、
そ
の
方
法
は
「
そ
り
」
と
一
組
五
人
で
、

別
の
道
を
「
そ
り
」
を
引
っ
張
っ
て
山
頂
に
登
り
、
木
材
を
満

載
し
て
、
五
人
が
そ
り
の
上
に
乗
り
滑
り
降
り
る
の
で
す
が
、

相
当
の
速
度
で
危
険
な
作
業
、
い
つ
も
生
傷
が
絶
え
ま
せ
ん
で

し
た
し
、
集
積
場
で
は
全
員
掛
声
を
か
け
て
引
っ
張
り
上
げ
る
、

呼
ん
で
、
満
願
坂
と
名
付
け
て
い
ま
し
た
。
ノ
ル
マ
は
午
前
午

後
各
二
回
で
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
疲
労
が
蓄
積
し
、
い
つ
も
空

腹
に
力
仕
事
に
く
た
び
れ
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
小
屋
に
帰
っ
て

も
、
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
「
カ
ー
シ
ャ
」
と
黒
パ
ン
、
で
も
、
時

間
を
か
け
て
咬
み
し
め
咬
み
し
め
満
腹
感
を
味
わ
い
と
し
た
も

の
で
す
。
丸
木
の
上
に
薄
藁
布
団
、
着
の
み
着
の
ま
ま
で
寝
転

ぶ
状
態
で
、
明
か
り
と
暖
房
に
松
や
に
の
薪
を
焚
く
の
で
、
黒

い
煙
が
立
ち
こ
め
、
鼻
の
穴
は
真
っ
黒
、
シ
ラ
ミ
、
南
京
虫
、

ノ
ミ
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
疲
れ
の
た
め
眠
り
つ
く
有
様
で
、

隊
の
あ
ち
こ
ち
で
「
よ
う
よ
う
あ
れ
は
死
ん
だ
げ
な
可
哀
相
な

も
ん
よ
」
の
さ
さ
や
き
、
死
ぬ
と
衣
服
は
剥
が
れ
、
裸
で
ト

ラ
ッ
ク
に
投
げ
込
ま
れ
、
運
ば
れ
た
そ
う
な
。
こ
の
よ
う
な
悲

劇
が
繰
返
さ
れ
る
う
ち
、
十
二
月
中
旬
、
突
然
下
山
の
連
絡
が

あ
り
、
ラ
ー
ゲ
ル
に
帰
る
と
、
留
守
中
か
な
り
の
人
員
が
帰
国

し
た
よ
う
で
し
た
。
列
車
で
カ
ザ
ン
に
到
り
ま
た
ま
た
収
容
所



に
入
り
、
翌
二
十
三
年
正
月
は
こ
こ
で
迎
え
ま
し
た
。
飯
盒
の

掛
盒
に
一
杯
の
ビ
ー
ル
の
配
給
が
あ
り
、
最
初
で
最
後
の
ビ
ー

ル
の
味
と
と
も
に
「
に
が
い
」
思
い
出
で
す
。
こ
こ
で
は
建
築

現
場
の
作
業
、
零
下
何
十
度
の
寒
中
で
、
石
灰
水
で
セ
メ
ン
ト

を
練
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
の
家
居
造
り
。
こ
こ
で
特
に
苦
労
し

た
の
は
、
貨
車
及
び
舟
で
運
ば
れ
た
石
灰
、
セ
メ
ン
ト
降
ろ
し

作
業
で
し
た
。
い
つ
も
休
養
中
の
時
間
帯
に
突
如
狩
り
出
さ
れ
、

作
業
が
、
バ
ラ
積
み
の
セ
メ
ン
石
灰
を
袋
に
入
れ
て
集
積
場
所

ま
で
運
搬
す
る
も
の
で
、
狭
い
貨
車
、
舟
の
中
の
こ
と
と
て
、

粉
煙
で
顔
中
真
っ
黒
、
毎
回
二
時
間
余
り
の
作
業
で
し
た
。
以

上
が
六
月
ま
で
続
き
、
中
旬
当
地
出
発
、
六
月
三
十
日
、
ナ
ホ

ト
カ
出
航
、
舞
鶴
に
上
陸
七
月
三
日
、
懐
か
し
の
故
郷
に
帰
り

ま
し
た
。

私
達
は
、
幸
い
に
と
い
う
か
将
校
梯
団
に
編
入
さ
れ
、
作
業

量
及
び
内
容
等
も
、
シ
ベ
リ
ア
地
区
そ
の
他
の
抑
留
者
と
は
比

較
に
な
ら
ぬ
も
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
他
国
の
空
の
下
、
侮

辱
と
嘲
笑
の
中
、
意
欲
の
な
い
作
業
を
強
制
さ
れ
、
憤
激
と
悲

哀
を
感
じ
つ
つ
も
、
何
と
し
て
も
生
き
て
の
帰
国
を
と
、
我
慢

に
我
慢
を
重
ね
穏
忍
自
重
の
毎
日
で
し
た
。

山
田
　
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
し
か
に
他
の
地

区
と
は
異
な
る
様
子
で
し
た
ね
。
私
も
将
校
で
す
が
、
毎
日
炭

坑
作
業
及
び
地
上
で
も
、
凍
土
を
割
っ
て
の
建
築
基
礎
掘
り
と

作
業
は
厳
し
く
、
そ
の
上
、
帰
れ
ば
帰
っ
た
で
毎
日
の
如
く
の

取
り
調
べ
と
続
き
、「
死
ん
だ
方
が
」

、
幾
度
考
え
た
か
知
り
ま

せ
ん
。
で
も
原
さ
ん
が
最
後
に
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
何
と
か
し

て
、
の
一
言
の
為
に
帰
り
着
い
た
一
人
で
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
聞
き
手
・
全
抑
協
広
島
県
連
会
長
　
山
田
浩
造
）

敗
戦
抑
留
談
　 

熊
本
県
　
西
川
勝
　 

一
年
繰
り
上
げ
の
徴
兵
検
査
で
綏
南
の
満
州
第
八
四
八
部
隊

（
後
第
一
五
二
二
三
部
隊
と
改
称
）
に
入
隊
し
た
私
は
、
昭
和

二
十
年
六
月
、
一
期
の
検
閲
を
終
わ
り
、
東
満
の
国
境
近
い
穆

林
の
陣
地
構
築
に
配
備
さ
れ
た
。

八
月
九
日
作
業
中「
ソ
連
軍
が
国
境
を
侵
し
攻
撃
し
て
き
た
。




